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疎外と没入のダイナミックス
―「曾遊南京」と「南京雨花台の女」から見る佐藤春夫の南京体験 ―

李　天然

はじめに

　1927 年 7 月から８月にかけて、佐藤春夫は上海を中心とする中国の江南地域を訪れ、その間に旧
友田漢の案内で南京旅行が実現した。ところがその後に佐藤春夫は長い間この南京旅行について触れ
なかった。旅行が終わってから九年後の 1936 年に佐藤春夫が南京にいる間に秦淮を観光した際の経
緯が記された「秦淮画舫納涼記」が掲載された。しかしその中で佐藤春夫は秦淮が「西湖ほど甘美で
なかった」と失望の情を隠さず、さらに南京旅行についても「時日も短く案内人も面白くない」と酷
評している。ところが 1937 年に日中戦争が勃発した後、佐藤春夫は自身の南京体験を記した「曾遊
南京」（『改造』1937 年 11 月）と南京を舞台とする短編小説「南京雨花台の女」（未発表）を創作した。
このように南京旅行の経験を頻繁に作品化すること自体がこの旅行にたいする佐藤春夫の異様な関心
を物語っているが、彼が戦時下でそれまで十年近く触れなかった南京旅行を記すようになった動機は
一体何であったか？本稿は戦時下における佐藤春夫の思想と言論を意識しつつ、彼の南京体験が「曾
遊南京」と「南京雨花台の女」によって作品化される過程に光を当てたい。

一、「曾遊南京」にける佐藤春夫の疎外体験

　佐藤春夫自身は南京に着いた日付を明確に記していないが、郁達夫の「日記九種」の 1927 年 7 月
28 日の項目に「夜に佐藤を南京に見送る」という記述が見られるので、佐藤春夫が南京に到着した
のは 29 日の午前中だと推測される。 1

　「曾遊南京」の中で到着当日に佐藤春夫は下関の汽車駅から南京場内に向かう車の中で道端の桃林
や菜種の畑の景色を眺めながら「野趣とも雅致とも知れぬ美」に満ちた「荒廃の古都」を期待してい
たが、この期待は後に大いに裏切られた。佐藤春夫が南京を訪れたのはちょうど蒋介石政府が南京を
首都とした二ヶ月ほど後で、そこは首都建設が盛んに行われており、佐藤春夫が求める「廃都」の面
影が急速に失われる時期であった。これに加えて当時国民党の役人を務めていた田漢が組んだ日程も
佐藤春夫の希望と大いに食い違っていた。
　「曾遊南京」に記されている日程を見てみると、佐藤春夫は到着当日田漢と国民政府の新聞班など
を見学し、その夜に官庁の庭で田漢の映画処女作「民衆の中へ」の上映をみた。その翌日に明宮跡、
明孝陵、そして紫金山で建設中の中山陵を見学した。三日目に田漢は佐藤春夫が見物している映像を
撮るために撮影班を同行させ、清涼山、鶏鳴寺、玄武湖を見物し、その夜に念願の秦淮を見て、四日
目の早朝に南京を離れた。
　以上の記述に基づいて 1928 年に商務印書館によって出版された「南京城市全図」を確認すると、
田漢が案内した場所はほとんど当時近代化が盛んであった南京の北部に集中しており、古い南京の面
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影が多く残されていた南城には佐藤春夫が切願して訪れた秦淮以外に足を踏み入れなかった。（１〜
８は佐藤春夫が実際に訪れた場所である）このように「荒廃の古都」を期待した佐藤春夫は、逆に南
京の近代化の風景と、当時の南京にまつわる複雑な時局をその中心から見つめなくてはならなかった。

図 1　1928 年南京城市全図
（�丸と三角形および番号は筆者による。1 : 南京駅、2 : 南京国民政府、３ : 明宮跡、4 : 普

請中の中山陵、5 : 清涼山、6 : 鶏鳴寺、7 : 玄武湖、８ : 秦淮（釣魚巷辺り）、9 : 雨花台）

 3 

  

図 1、1928年南京城市全図（丸と三角形および番号は筆者による。1:南京駅、2:南京国民

政府、３:明宮跡、4:普請中の中山陵、5:清涼山、6:鶏鳴寺、7:玄武湖、８:秦淮（釣魚巷

辺り）、9:雨花台） 

1、「親日家蒋介石」と「抗日家蒋介石」 
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１、「親日家蒋介石」と「抗日家蒋介石」
　佐藤春夫は南京に到着した後に城内にある借り家に一旦戻った後、田漢に南京国民政府の新聞班に
案内された。その場で田漢の同僚が「皆相当上手な日本語を操つていた」ことに気づいた佐藤春夫は

「上海の人々が南京政府の秘密会議は日本語で行はれていると噂しているのを聞いて成程と思つたこ
ともある」と感じた。 2 ところがその後に佐藤春夫は当時の南京の反日的な雰囲気を感じさせる一幕
を出くわす。
　国民政府のなかで田漢は新聞班の同僚に佐藤春夫を蒋介石に面会させるように相談したが、「新聞
班の連中ははじめ蒋は不在だと言つてゐた。田がそんなはずないと詰つたので、やつと本音を吐いて
蒋は近頃訪客をよろこばず、特に日本人にはあまり会はない方針」だと言われて断られたと述べてい
る。旅行記を創作するときにすでに日中戦争の勃発を経験した佐藤春夫は、「或いはこの頃、旧い南
京が新しい南京にならうとしてゐると同時に親日家蒋介石が抗日家蒋介石になりかかつてゐた」、自
身の体験のもつ意味を追認する。
　この部分でまず指摘しておきたいのは佐藤春夫の記述に恐らく事実誤認が含まれていることである。
現在残っている歴史資料によると、７月 25 日に北伐の再開をはかる蒋介石は軍を率いて南京を離れ
蚌埠に赴いた。 3 佐藤春夫が南京に着いたのがその三日後の 28 日であるので、ここで新聞班が蒋介石
が不在といったのは恐らく事実である。ところが北伐戦争中の日中関係の変化について見てみると、
ここで佐藤春夫が自分の誤解から得た「親日家蒋介石が抗日家蒋介石になりかかつてゐた」という観
察はあながち間違いではない。
　四一二事件後に日本政府は蒋介石の反共清党に期待をかけ、蒋介石も南京事件など排外事件に際し
て日本側との協調を重んじたが、1927 年 4 月に田中義一内閣が成立するとまでの協調外交に代わっ
て対中積極論が優勢となった。それと同時に国民革命軍が日本側の要求を無視して引き続き北進し、
日本の利益範囲である山東省に接近したことがきっかけになり、田中内閣により第一次山東出兵が実
行された。蒋介石は日本の山東出兵に反発し、日本に対する不満を行動で示した。1927 年 6 月 21 日
の『農民』雑誌に蒋介石が上海で開催した山東出兵に反対する反日運動会に参加するという記事から、
蒋介石の対日姿勢の転換の一斑が伺われる。

　上海の民衆は日本の山東出兵に反対するために反日運動大会を開催する。蒋介石は大会に出席する
ため十日に南京から上海に赴いた。 4

　このような時局の中で南京で蒋介石が日本人との面会を好まないという噂が流れることは不思議な
ことではない。実際に佐藤春夫が後年で書いたラジオ放送原稿「旧友に呼びかける」の中での記述を
見ると、彼はこの時の日中関係の齟齬を明確に意識していた。

　考へてみるに、君たちと東京で会つた頃が我国と国との関係も割合ひに順調に行つてゐた頃であつ
たらしい。そのせいで君たちのやうな留学の人々も多かつたわけだつたのですね。それが五六年経つ
うちに我々の友情は一向に何等の変化もないのに、お国と我国との間柄が何故かあまり円滑で無くな
つてしまつてゐた様子でしたね。或は後年の事変の兆さへもうこの頃現はれてゐたのではありますま
いか。さうしてその影響が君の身辺などにも多少そんな動揺の波紋を感じさせてはゐませんでしたか、
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僕はそんな点ではまるで無神経だから当時は一向気がつきませんでしたが、後年になつて少々思ひ当
る節があります。 当時南京国民政府の役人になつてゐた田漢君が僕を呼びはしたものの多少持ちあ
つかつた形が見えたのも或はそんな関係もありはしなかったのか知ら。これは僕の思ひすごしでもあ
ろうが、田漢君が多忙で僕をうち捨てて置いたおかげで僕は君の友情にひろひ上げられたわけです。
さうして僕の旅愁をまぎらさうとお国の多くの若い文学者たちに引き会してくれたのも君でした。 5

　
　この部分において、佐藤春夫は南京を訪れた際の田漢の冷淡な態度とそれによって自分が感じた

「旅愁」は日中関係の悪化がもたらしたものだと再確認しているが、蒋介石に面会を断られたことは
まさに両国関係の悪化が個人的の疎外体験として想起されたのであろう。

３、北伐戦争の「内」と「外」
　上で述べた通り、佐藤春夫は山東出兵以降に南京城内の反日的な空気に気づいているが、「曾遊南
京」の記述から見ると、彼は当時の時局に対してはほとんど無知であった。その無知は恐らく案内人
田漢が佐藤春夫の日本人の身分に対して遠慮したことからきている。当時の状況において北伐につい
て深く語れば、山東出兵がもたらす日中間の𪗱𪘚を語ることはどうしても避けられない。したがって
田漢が佐藤春夫に時局について多く語らないのはむしろ当然である。ただ時局に対する理解が欠けて
いるゆえ、当時の南京における出来事は佐藤春夫にとってさらに不可解なものとして映し出すことと
なり、それが彼に深い疎外感をもたらす要因の一つとなった。
　例えば玄武湖の舟の中から見た風景に関する記述のなかで北伐戦争を垣間見られる一幕が時局と切
り離されて記述されている。

　亭からの帰りに船のなかで見つけた事であるが城壁の上には銃をもつて姿勢を正した兵士が炎天に
照らされながら見張りをしてゐた。何を見張つてゐるのかは知らなかつたが物々しく浪漫的な風景で
あつた。この頃この国の内情はどんな情勢であつたらよく覚えないが、何でも二三週間前までは河を
距てて対陣していた兵の銃声が時折市中を驚かせたのが近ごろはもう余程遠くなつたと噂されている
が、何人の兵が来てゐたのだつたかは忘れた。（「曾遊南京」、pp403）
　
　この部分で、佐藤春夫は城壁の上に立つ兵士から当時南京にまつわる不穏な空気を思い出すが、そ
こで彼は「この頃この国の内情」が「よく覚えない」と記憶の曖昧さを強調するのと同時に一方で城
壁の上で兵士が見張る光景を時局から切り離された「物々しく浪漫的な風景」へと転化した。このよ
うに物事を外面的かつ審美的に捉えることは、時局にまつわる事象について語りうる唯一の手段であ
る。
　同じ傾向は、南京到着の当夜で国民党官庁の庭に行った田漢の第一製作の公開式に関する記述のな
かにも認められる。

　何はともあれ、自分が南京到着の當夜は、偶然であつたか、それともその日に行くことを田が注文
したのであつたか今はもうおぼえないが、その晩、田の第一製作が官廰の庭で公開された。庭は官民
の公衆で埋まつてゐた。役人達は當時文武の別なくみな軍装であったとおぼえてゐる。田もたしか大
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尉相當官とやらで軍服を着用して意気揚々としてゐた。女の軍人もゐたので田の細君もその一人だと
聞いたし、腰のあたりがひどくだぶついた半ズボンの軍服を着用してゐる姿をみたやうにもおぼえて
ゐるが、この詳細はもう忘れてゐる。ただ田の宣伝映画は題はおぼえないが共産主義の味を多分にお
びたばかりかその前年だか日本や上海を見て帰つたビリニヤーク（であったと思ふ）の上海訪問の
ニュース映畫の一部分などを取り入れて親露的の気分を漂はせた部分のあつたのを忘れない。民衆は
絶えず拍手を送つて興奮してゐた。スクリーンに近い大樹のぐるりに涼しい風が動いて群集の上に銀
河がかかつてゐた。（「曽遊南京」、pp401 〜 402）

　佐藤春夫は映画の名前を忘れたと述べているが、以上の描写と彼が南京を訪れた時期とを踏まえて
みれば、この映画は多分『民衆の中へ（到民间去）』である。『民衆の中へ』は田漢が留学時代に読ん
だ石川啄木の詩「果てしなき議論の後」から着想を得て作った映画で、表題は周作人による前述詩の
中の「V NAROD」という語の中国語訳からきていると思われる。南国社の社員顧夢鶴の回想（《忆

田汉同志在 < 南国社 > 的电影创作》、《电影艺术》1980 年 4 月号、pp56~57、1980 年 4 月）によると、
この映画の撮影は 1925 年から始まって、途中で資金の不足で一度挫折したが、田漢が映画を完成さ
せるという条件で国民党宣伝部に入って、1927 年に完成した。完成された映画の結末に田漢の最初
の脚本と違ってヒロインが北伐の前線へ赴くシーンが加えられている。つまり「民衆は絶えず拍手を
送つて興奮してゐた」この映画放映の場は実は北伐動員の場であった。したがってここで佐藤春夫が
ビリニヤークの登場によってこの映画を「共産主義の味を多分におびた」「親露的」なものだと思う
のは明らかに見当違いである。このように身の回りに起きていることの意味を十分に理解できない佐
藤春夫は、その代わりに田漢とその夫人の服装に注目したり、また「スクリーンに近い大樹のぐるい
に涼しい風が動いて群集の上に銀河がかかってゐた」など城壁の兵士を描く場合と同じように場面を
浪漫化する手法を選ぶが、これが時局に疎外される彼を姿をより浮き彫りにしている。そして南京で
の佐藤春夫の疎外体験を逆説的に照し出すのが小説「南京雨花台の女」である。

二、もう一つの南京体験−「南京雨花台の女」

　「曾遊南京」の末尾に佐藤春夫が同時期に創作した小説「南京雨花台の女」について言及している。
この作品は実際には発表できなかったが、その本文は臨川書店版全集の別巻 I に収録されている。
　物語の内容は「私」が語る友人の「金先生」の経歴である。金先生は「広東の言葉でも厦門のも上
海のも一ととほり以上には操るし必要であれば多少の官話もでき」る「和臭の脱した日本人」で、若
いときに中国へ渡り、労働者として転々とした末に南京にたどり着き、そこで蘇州生まれの女性碧梅
と同棲するようになる。民国 11 年の清明節に彼は雨花台に登って民衆の凧揚げを観賞し、山を下る
際に道端で群衆に囲まれた奇妙な服装を着る女性を見つける。彼女は鐘山の方向から大きな奇妙な形
の凧が飛んでくるのが怖いと不思議なことを言い出す。後年日本に戻った金先生はこの女性は恐らく
雨花台の女仙で、彼女が見た不思議な凧は南京爆撃の際に上海から飛んでくる日本海軍機の幻想で
あったという。
　この作品は佐藤春夫が戦時中に反戦思想を表した異例な作品で、戦時中に発表できなかったことは
むしろ当然である。しかしここでは金先生と作者佐藤春夫との関係に注目したい。
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１、作者の陰画としての「金先生」
　「曾遊南京」の中で佐藤春夫は「南京雨花台の女」の創作は井上紅梅の『紅い土と緑い雀』（1926 年、
支那風俗研究会）に収録されている「夢の南京」に基づいていると明言している。そのほかに小説に
登場する「碧梅」は紅梅が南京にいる間に実際に同棲した女性で、「金先生」も紅梅の同書に収録さ
れている「麻雀日記」に出てくる彼の偽名である。こうしてみると「南京雨花台の女」の金先生は井
上紅梅を部分的に原型としていることは間違いないが、一方で金先生の経歴には佐藤春夫本人と共通
するところもある。例えば金先生は若いときに洋画家を志していたことや、彼が日本を離れて台湾の
打狗（高雄）に行き、そこから対岸の厦門にわたって「鼓浪嶼の美景に満足して鷺江」したことなど
明らかに佐藤春夫本人の経歴に基づいている部分が見られる。しかしここでの金先生の原型を指摘す
ることよりも、彼が作者である佐藤春夫とほとんど対極的な南京体験を持つことが重要である。
　両者の対極的な関係はまず南京に滞在する時期の違いに垣間見れる。「曾遊南京」のなかで佐藤春
夫が蒋介石に会えなかったことによって南京の反日の空気に勘づき、一日本人として「疎外」される
体験が描かれていることはすでに述べた通りである。前文で引用した「旧友に呼びかける」を確認す
ると、佐藤春夫は彼が南京を訪れた 1927 に日中関係が「円滑でなくなつた」と思っているのに対し、
その五、六年前は日中関係が「順調に行ってゐた頃」と捉えている。「南京雨花台の女」の主な時間
背景が後者にあたる民国 11 年（1922 年）に設置されている。「旧友に呼びかける」に見られる佐藤
春夫の時代認識を踏まえれば、この時間設定の背後には佐藤春夫が金先生と自身の南京体験の対極的
な関係を示す意図があった可能性が高い。
　そして両者の対極的な関係は南京に滞在した時期の違いだけでなく、言語の面においても表されて
いる。南京にいる間佐藤春夫は言語が通じないため疎外感を覚えることも多々あった。例えば「秦淮
画舫納涼記」に見られる以下の段落が典型的である。

　三日目の晩に秦淮の見物を促すと、それがもとで田の夫婦は喧嘩をはじめた。上海から連れて行っ
た案内者に聞いても、彼等は四川だか湖北あたりのものらしい言葉だから意味は少しも判らないとい
けれども、壁を通して響いて来る怒の叫は、問はずして夫婦喧嘩に相違ないのは知れ切つてゐる。判
らないのはその原因や動機である。一体、田は自ら進んで案内を約束して自分を彼地へ招いて置きな
がら、殆んど一ヶ月近くも自分を無視して上海へ自分を迎へに来なかった事実が、この夫婦の空気で
幾分か察しもつく。 6

　ここで佐藤春夫が田漢とその夫人の方言による意味のわからない喧嘩を壁越しに聴きながら、喧嘩
の火種が自分であると想像する。言語が分からないことからくる疎外感が、そのまま彼の状況判断に
影響をもたらしている。このように、「広東の言葉でも厦門のも上海のも一ととほり以上には操るし
必要であれば多少の官話もでき」て「和臭の脱した日本人」である金先生は明らかに南京での疎外体
験から生まれた佐藤春夫の大陸没入の願望託された陰画ともいうべき存在である。

２、二つの「眺め」
　金先生と佐藤春夫との対極的な関係は、「曾遊南京」と「南京雨花台の女」に描かれている二つの

「眺め」によっても表されている。
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　「南京雨花台の女」の中では金先生が雨花台から南京城を眺める際の空を飛ぶ凧とその背景にある
南京の風景に対する描写が印象的であるが、佐藤春夫は「曾遊南京」のなかで雨花台の景色描写は井
上紅梅の「夢の南京」に基づくと述べている。しかしここでは佐藤春夫が他人の作品における風景描
写を借用した事実というよりも、その借用の動機に注目したい。ここでは「曾遊南京」の中に「南京
雨花台の女」に描かれている雨花台の美しい眺めとほとんど対極的とも言える紫金山の眺めが描かれ
ていることに注目したい。
　南京到着の翌日に、田漢は佐藤春夫を南京の東北側の明宮跡と明孝陵を案内したあと、紫金山の中
腹にある工事中の中山陵を観光した。「百度に及ぶ暑気」に耐えて長い石段に悩まされて辿り着いた
中山陵に見たのは「幾人が石を刻んでゐる他に何の見るものもなかつた」という殺風景な光景であっ
た。これに続く中山陵から見下ろすが「予想していた市街の大観もあまり遠すぎて駄目であつた」と
失望の情を隠さない。そこで彼が眺める先の風景は以下のように描写されている。
　
　中山陵から見下すと市街へそれも割合に近いあたりのところ どころに大きな建物が普請中であっ
た。長い赤い屋根が凹字形につづいたものなどが見える。何だと問ふと、兵営や役所など、皆実用向
のバラック建築ばかりだと田は答へた。その工事の雑音が山の方へまで騒々しく反響して来た。 山
の上はまた山の上で石屋がコツコツやつてゐる。蒋介石の新らしい南京建設はその時からそろそろは
じまつてゐたのである。地図で見るとその 時一番目についた普請中の屋根が今の中央軍官学校に相
当する位置になる。その外市中をちょっと歩いて見ても到るところに積み上げた建築の材料と鍵の音
とが人の注意をひき、道は深く刻み込んだ轍のあとのために埃つぽく靴を埋めた。（「曾遊南京」、
pp402）

　以上のように、市街の風景を期待する佐藤春夫の目に入ったのは普請中の中央軍官学校であった。
建設中の中山陵を背に同じく普請中の中央軍官学校を眺た佐藤春夫は 10 年後にまで「到るところに
積み上げた建築の材料と鍵の音」と「道は深く刻み込んだ轍のあとのために埃つぽく靴を埋め」と建
設中の南京にたいする失望の情が滲み出ている。ところが当時の南京には佐藤春夫が求める「荒廃の
古都」の一面を眺められる場所が一つ存在しており、それが彼がついに訪れなかった雨花台である。
第一章で考察した通り、佐藤春夫が南京に求めるのは「退廃の美」であるが、佐藤春夫が雨花台に憧
れるのも、そこは当時の南京において南京の退廃的な一面を一望する最適な場所だったからと思われ
る。図 1 を見てもわかるように、当時の南京において佐藤春夫が登った紫金山と清涼山が面する北城
には南京の近代化建設が進んでおり、政府、学校、兵営、軍官学校の庁舎が一面に広がっているが、
一方で雨花台が面する南城には秦淮を中心に古い南京の姿が保たれている。「曾遊南京」の中で中山
陵の眺めに続く部分に「この時遂に見なかつた雨花台の眺望は後年井上紅梅著「紅い土と緑い雀」に
よつて知た」という記述が見られるが、ここから中山陵での体験は「南京雨花台の女」で描かれた雨
花台の眺望に直接繋がることが分かる。
　実際に「南京雨花台の女」に見られる雨花台の景色描写を確認すると、それは確かに佐藤春夫のい
う通りほとんど井上紅梅の「雨花台の凧」に基づいているが、金陵大学の凧に関する以下の描写には
明らかに佐藤春夫自身の南京体験が投影されている。
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井上紅梅「夢の南京」
　一方には六ッに開いた星のような凧が、紅紫黄の色彩で花火のように中空に揚がつてゐる。下の方
には黒い鯨がふよと浮んでゐる。一きわ高くリンリンと鳴ってるるのは、金陵大學の警鐘形の凧で、
背に大きな呼鈴を二つ取附けてあるのに、そういふ重い物を背負ひながら、氣で空に上ってゆくのは
面白いぢやないか。 7

　
佐藤春夫「南京雨花台の女」
　高さも位置も空の中央を領して市城の真上にリンリンと鳴響いてゐるのは金陵大学の警鐘形の凧で
鈴の音は凧の背にそれと目に見える程故相当な重量のある本物の呼鈴が二つ並べて取 りつけたのが
鳴り渡るのであった。市民に覚醒を促すといふ意味を帯びたところがいやではあるが、一つの意匠に
は相違ない。 8

　ここで井上紅梅が金陵大学の警鐘形の凧についてただ「面白い」と述べて居るのに対し、佐藤春夫
の方では「市民に覚醒を促すといふ意味を帯びたところがいや」だという評価が加えられている。こ
の部分には中山陵や軍官学校の建造や官庁での北伐動員の場で体験した古都の「目覚め」の騒がしさ
に対する反感が明らかに投影されている。そして城北に位置する金陵大学と遠く離れた雨花台は、ま
さにその「目覚め」を拒否する古い南京を象徴している。
　南京に長く住む金先生は南京における佐藤春夫の疎外体験から生まれたキャラクターだとすれば、
作中で金先生が雨花台で見た風景は旅行当時に古都南京の姿を一望することができなかったという失
望の体験から生まれたもう一つの眺めである。

終わりに ― 戦時における佐藤春夫「旅回想記」と「大陸進出論」との関連

　以上の考察を通して、「曾遊南京」には佐藤春夫が北伐戦争が醸し出す反日的な雰囲気の中で疎外
される姿が描かれており、一方で「南京雨花台の女」ではその反動としての南京に没入したい願望が
表されている。日中戦争下で日本人の大陸進出及び長期滞在が急に現実味を帯びた問題となり、佐藤
春夫も同時期にその動向に影響され「大陸と日本人」のような日本人の大陸進出を促す文章を書いた。
このように東アジアの「融合」が国家のイデオロギーによって宣伝される時代であるからこそ、佐藤
春夫はかつての中国旅行を回想する際に疎外された体験により注意を払い、その反動で作品内に「現
地に没入したい」という願望が表現されるようになったのではないだろうか。ただ「南京雨花台の
女」に見られる大陸没入の願望自体がもっと個人的な一面を持つことも注目しなければならない。河
野龍也氏は佐藤春夫が戦前に創作した「厦門の印象」に語り手「私」が旅行先に持つ疎外感と没入の
願望とのダイナミックスを以下のように指摘しているが、俺が「曾遊南京」と「南京雨花台の女」の
場合にもほとんど当てはまる。

　言語の壁と「排日」の壁に手痛い拒絶に遭って「眠り」を失った〈私〉は、そのかわり〈殺され〉
るという奇想の中で二度と目覚めぬ「眠り」を手に入れる。そして、海に投げ込まれ、「迷宮」の街
に体ごと溶けてしまうのである。この妄想は、表面的には「排日」の街・厦門に対する恐怖の感情に
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よって生み出されたものではありながら、その中には死を賭しても「迷宮」への一体化を望む、〈私〉
の秘めやかなタナトスが見え隠れしていることを見逃してはならないだろう。
　ならば、「迷宮」のなかで死んだように眠り続ける〈陳〉の姿は、厦門に置き去りにしてきた〈私〉
自身の幻の〈屍〉なのだと言えるかも知れない。〈陳〉への執着には、〈陳〉になれなかった自分への
心残りを読む必要がある。台湾に戻ってすら、いつまでも彼を思い出し続ける〈私〉は、三〇〇年の
庶民生活が築きあげた「迷宮」厦門が奏でるセイレーンの唄の魔力からいまだに解放されていない。
拒絶されたことにより、〈私〉はますます強く厦門の「迷宮」の謎に惹きつけられているのである。 9

　「厦門の印象」の「私」と同じように、佐藤春夫自身も南京で「言語の壁と「排日」の壁に手痛い
拒絶に遭」いながら古都南京への渇望が膨らみ、そこに没入する願望が生まれたのである。そしてそ
の際に「私」が「陳」を廈門に置き去りにした自分の「屍」であるように、金先生も佐藤春夫が南京
への渇望から生まれた「分身」といえる。このように、佐藤春夫の南京体験にはかつての旅行経験に
対する再認識のプロセスに戦時下での日本と大陸との関係についての彼の思考も投影されていること
は確かであるが、そこには彼が戦前から一貫して抱えている旅先のアイデンティティーの問題が含ま
れていることも見過ごしてはならない。少年時代の佐藤春夫は大逆事件に受けた衝撃から故郷と祖国
に対して疎外感を抱くようになり、その体験が「望郷」というテーマと化して彼の創作のなかに繰り
返し取り上げられ、それがさらに戦時中に「大東亜」という虚構の＜フルサト＞に求める原因となる
ことは河野（2019）が指摘した通りである。ただ「曾遊南京」と「南京雨花台の女」を見ると、戦時
下の佐藤春夫は国家のイデオロギーとは無関係な個人体験からもう一つの「望郷」の情を見出してお
り、しかもそこには「南京雨花台の女」によって示されるように、「大東亜」というイデオロギーに
対する密かな批判さえ含まれている。こうしてみると、佐藤春夫が戦前からもつ「望郷」の情が戦時
中に「大東亜」に向かったというよりも、「全体」（大東亜）と「個体」（南京）という二つの異質な
対象の前で分裂し、拮抗する状態にあったのかもしれない。この「望郷」の情の分裂は、戦時中にお
ける佐藤春夫のアイデンティティーの分裂が存在している可能性を示唆しているが、この問題を今後
の研究の中で引き続き究めていきたい。
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The Dynamics of Alienation and Immersion: Haruo Satoʼs Nanjing Experience
Seen from Once Visited Nanjing and Woman in Nanjing Yuhuatai

LI, Tianran

　This paper focuses on tow articles that based on Haruo Satoʼs experiences in Nanjing, Once 

Visited Nanjing and a unpublished short story Woman in Nanjing Yuhuatai. The tow articles shows the 
experience of alienation hidden in his trip to Nanjing and the desire to immerse himself in Nanjing 
that was born from it.　It is certain that the thought of Haruo Sato about the relationship between 
Japan and China under wartime is projected in the process of the re recognition of the former 
travel experience to the Nanjing drawn in Once Visited Nanjing and Woman in Nanjing Yuhuatai, but It 
should not be overlooked that these tow articles also included the question of the identity that he 
has consistently held before the war.
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